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ブローアウトパネル閉止装置の保全管理について 

 

燃料取替床ブローアウトパネル閉止装置（以下「オペフロ BOP 閉止装置」という。）の保全管

理（案）は表 1-1 のとおり。なお，点検周期については，今後，試験や産業界実績を踏まえ決定

し，保全計画に反映していく。 

また，自主対策設備である燃料取替床ブローアウトパネル強制開放装置についても，単体動作

試験や構造健全性確認のための外観目視点検等を実施し，健全性を確保していく。 

 

表 1-1 オペフロ BOP 閉止装置の保全管理（案） 

区分 必要な機能 目的 管理項目 実施内容 

保全

管理 

作動性能 扉の開閉 

機能確保 

作動試験 ・あらかじめ定めた施設定期検査時に，扉

の開閉試験（電動）にて確認 

閂の押上

げ，挿入 

機能確保 

作動試験 ・あらかじめ定めた施設定期検査時に，閂

の押上げ，挿入試験（電動）にて確認 

・通常運転時に，定期的な閂の押上げ，挿

入試験（電動）にて確認 

気密性能 シール健全

性確保 

気密性能試験 

（建屋） 

・あらかじめ定めた施設定期検査時に，閉

止装置を閉状態とし，原子炉建屋気密性

能検査と同様の手法で気密性能試験を実

施 

外観目視点検 

（シール部） 

・構造健全性確認検査として，シール部に

異常がないことを目視にて確認 

パッキン取替 ・定期的な交換（開口部周りに施工する 

パッキンは，紫外線・熱等による劣化が

想定されることから，パッキンの耐久性

試験結果を踏まえて取替頻度を決定） 

構造健全性 構造健全性

確認 

外観目視点検 ・構造・機能に影響を及ぼすような損傷，

異常のないことを目視にて確認 

 










































































































